
エキスパート学習２ 「スポーツと経済」 

 

以下の文章は ITmedia ビジネスオンラインホームページより引用 

https://www.itmedia.co.jp/makoto/articles/1309/17/news018.html 

 

2020 年のオリンピック・パラリンピック開催地が東京に決まりましたね。これ以上ない明るい話題だと思い

ます。賛成、反対……いろいろ意見はあるかもしれませんが、決まったからにはオリンピックを、そしてオリン

ピックが開催されるまでの7年間を楽しもうではありませんか。 

さて、オリンピックの話題と言えば、必ず出てくるのが「経済波及効果」。東京都はオリンピックまでの7年間

で3兆円と試算し、民間の調査機関では150兆円なんて数字も出ています。 

実際、オリンピックが開催されて、その後にならないとどのくらい経済に寄与したのかは分からないところで

すが、少なくとも多くの人の「気持ち」はプラスになっていると思います。 

ただこの東京オリンピックによる「経済波及効果」。果たしてスポーツはどのくらい寄与しているのでしょう

か？ オリンピックはスポーツの祭典なのでもちろんスポーツが及ぼす効果というのは分かりますが、インフラ

整備や運輸、宿泊サービスなど、スポーツというよりはオリンピックという「大きなイベント」に伴う経済効果

と私は考えています。 というわけで、純粋にスポーツが発展することによって得られる経済効果はどのような

ものがあるか、アベノミクスならぬスポーツミクス「3本の矢」ということで、考えてみましょう。 

 

スポーツミクス3本の矢 

 

1.スポーツをすることで健康に（社会保障給付費の抑制） 

 ご存じかとは思いますが、年々社会保障費は増大の一歩をたどっていて、すでに給付費は100兆円を超えてい

ます。これからさらに少子高齢化が進み、高齢者の医療費は増大していくことが予想できます。 

そこで、対策の1つとして、スポーツを子供のころから行うことで、健康な体作りをしていきます。また、高

齢者向けのスポーツを展開することで健康寿命を延ばし、医療費の削減を図ります。削減できた社会保障費で、

さらにスポーツの普及を促進します。 

 

2.スポーツをすることで経済活性化（消費の刺激） 

 現在、日本はデフレからの脱却を目指しています。デフレから脱却するためには消費を促すことが大事です。

スポーツをすることによって、新しいシューズやウェアを買ったり、スポーツの後に仲間と飲みに行ったり、ス

ポーツをするために移動をするなど、さまざまなところで消費活動を生み出します。より多くの人がスポーツを

することで、体育館やグラウンドの設備や整備が必要になってくるかもしれません。そうなれば、建設業にも波

及していくでしょう。 

 

3.スポーツをすることで職が増える（雇用の創出） 

 2 の消費の刺激に関連することですが、消費が刺激されればそれだけ雇用が生まれます。スポーツ用品業界や

飲食業はもちろんですが、多くの人がスポーツをすればインストラクターのほか、高齢者、障害者向けのスポー

ツトレーナーなども必要になってくるでしょう。 

 こういったトレーナーにオリンピックに出場した選手を充てていけば、問題になっているスポーツ選手のセカ

ンドキャリアについても対策が取れるでしょう。 

 

以下の文章は 笹川スポーツ財団ホームページより引用 

https://www.ssf.or.jp/ssf_eyes/history/olympic_legacy/24.html 

 

思い起こせばアジア初の開催となった 1964年東京大会。この大会の成功は、国の品質そのもの向上ともなっ

た。それまでも高度な技術を誇りながら国際的な競争力で劣っていた時計・計測機器のセイコー、カメラのニコ

ンとキヤノンなどの日本製品は、この大会を契機に「メード・イン・ジャパン」として国際的なブランディング

に成功した。また、その他の産業でも続々と新商品が開発された。ブリキのバケツがプラスチックのバケツに変

わり、高層ホテル建設のための工期短縮と軽量化からはユニットバスが生まれ、選手村の警備を機にソフト警備

を対象とした民間警備会社が登場するなど、オリンピックをビジネスチャンスとしてあらゆる産業が誕生し成長
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していった。こうしたオリンピックに伴う効果は、その後の大会でもみられる。例えば、1988 年ソウル大会、

1992年バルセロナ大会の成功はそれぞれ、韓国製品、スペイン製品の世界的な認知につながった。 

2020 年東京大会の招致が決定した 2013 年からの開催までの 7 年間の経済波及効果をシンクタンクや調査機

関などでは30兆円から35兆円と試算し、更に大会終了後の二次波及効果を2兆円規模と予測している。国や自

治体、企業においては、最新技術や地場産業の海外市場への売り込み、また友好都市提携など新たなルートやチ

ャネルを構築する好機でもある。 

そしてスポーツ用品業界にも一大ビジネスチャンスが訪れる。スポーツメーカーにとってオリンピックは、シ

ューズ、ウエア、用具、アクセサリー（サングラスなど）など新商品のお披露目の場で、選手によってその商品

の優秀性が証明され、メダル獲得に貢献した商品は、その後の市場での優位性が保証される。 

オリンピックはその後のビジネスに計り知れない効果をもたらしてくれる。 

IOCのトップスポンサーや当該大会でのスポンサー、サプライヤーは同様に存在感を増し、業種ごとのブラン

ド訴求力はオリンピックほど効率の良いものは無いと確信している。 

ビジネスの場においてもあらゆる産業が誕生し成長することは、オリンピックの理念である人類の平和と発展

につながるものであり、オリンピックがもたらす有形・無形の遺産（レガシー）は、その国のすべての産業に計

り知れない経済効果を創出してくれるのである。 

 

【エキスパート学習のまとめ】 

 社会のなかでスポーツが経済にどのような影響を及ぼしているのかをオリンピックを例にあげてまとめてみ

よう。 

 次のジグソー学習での発表資料となりますので、しっかりまとめましょう。 
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オリンピックを例にあげてグループでまとめます。 


